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「タール」の遠隔作用について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　By　pouring　tar　frequently　into　the　vaginal　cavities　of　adult　female　mice，　I　happened　to

notice　a　few　cases　of　arti丘cial　adeno℃arcinoma　developed　at　their　remote　organ銭Presumably，

the　effect　may　have　been　derived　from　the　whole　bodily　reactions　of　the　tar．

1．緒

　1913年山塞，市川両教授が「タール」癌の人工発生

を報告して以来幾多の追試が行われた．

　然るにその発生機序に関し，局所的刺戟に基くもの

か或いは全身的作用によるものであるかは議論のある

所である．M611er　1），　LipschUtz　2），　Mertens　3）は「タ

ール」腫蕩実験に際する内臓変化を観察し，Babes　4），

Polettini　5），　Rochlin　6），　Oberlillg　et　Raileanu　7），

Schabad　8）等は「タール」塗布部位以外に発生した癌

腫を報告し，「タール」癌発生の全身的因子の存在を

主張した．Schabad　9），　Lynch　lo），　Koose　u．　Cordes　11）

論

Mercier　12）は，廿日鼠においては，「タール」の皮膚塗

布，「タール」飼養等の方法によって肺臓癌の発生を

証し，且つ遺伝性因子となるとを後続世代の肺癌発生

によって主張した．Campbell　13）は肺癌発生の目的を

以て「タール」粉塵埃を吸入させた廿日鼠において皮

膚乳嗜腫の発生を認めた．自分は腔癌の入工発生を目

的として局所に塗布実験を行った例において，局所に

は発生しないで，遠隔部位に発生した癌を実証したか

ら，これを報告するものである．

皿．実験材料並びに実験方法

　（1）実験動物

　生後2～3カ月を経た体重18～22grの成熟雌性白

「マウス」を各個に隔離し，粟，野菜（大根，白菜，

入蓼等）を常食として飼養し，冬季は室温に注意して

最低10。Cを降らないように努めた。

　（2）「タール」の使用法

　「タール」に％容量の「キシロール」を加えて撹拝

稀釈し，小「ピペット」で「マウス」の膣腔内へ深く

0．2gr宛注入することを5日毎に反覆した．

　（3）　組織学的試験

　腫瘤発生動物から腫瘤，卵巣，子宮，腔腔，副腎，

肝臓，脳下垂体を刻出し，10％「フォルマリン」液固

定，「パラフィン」包埋切片の作製，「ヘマトキシリン

●エオヂン」重複染色によって鏡検した．

【30】



「タール」の遠隔作用について 31

（4）移植試験

小豆大の新鮮腫瘍組織を，体重7～8grの幼若雌性

「マウス」の背部皮下に移植した．

皿．実　験成績

　自分の実験は「タール」の腔腔注入に基く内分泌臓

器の変化を攻究する目的で行われたものであるが，本

報告はその実験中に偶発した腫瘍についての報告であ

る．

　〔1〕発死率

　「タール」を腔腔へ注入した85例中150日以上の実

験に耐え得たものは僅に8例で，発死率は90．5％で

あった．

　〔皿〕腫瘍所見

　a．第1例・

　第1図（イ）に示す腫瘍発生動物：ま生後70日飼育し

て，体重21grとなった時に「タール」注入実験に供

したもので，実験開始までは膣週期：ま整調で極めて健’

康であった．実験開始後も体重は増加し，開始後90日

目の体重は25grであった．胸部に腫瘤を認あしめた

のは153日目であり，当時の体重は23．5grで，腕週

期は不整で，∬～皿期像は稀に現われるのみて，V期’

像は殆んど連続した．腫瘤は始めは可動性で皮膚との

癒着は認められなかったが，漸次増大して図示のよう

にL5×1．2cmの球状となり，僅かに黒変して皮膚

第　　1　　図
　　（イ）

（ロ）

（ハ）　5

～皮下組織と癒着するに至って衰弱が開始した．192

日目に体重19．8grの時に剖検：して腫瘍を易咄し，そ

の一部を移植実験に供し，他を組織学的検査用とし

た．

　その組織は第1図（ロ）（ハ）の示すように，皮下

結締織中に発生した腺癌であって，その細胞核は多角

形濃染性で多層をなして腺腔を囲続している．かかる

増殖腺細胞は集団をなして結締織によって包囲されて

いる．この腺癌の発生源に関しては，その発生部位と
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組織構造などによって乳腺から発生したものと思考さ

れる．

　b．第2例・

　第2図（イ）に示すものは生後65日飼育した整調膣

週期を有する「マウス」を体重20．59fの時から「タ

ール」実験に供した腫瘍発生動物である，腫瘍の発生

を認めしめたのは実験開始後181日目で，その時体重

は20grであった．その後の膣週期にはH～lll三三は

なく盛んどV期が持続した，腫瘍：ま左頸部に発生して

漸次増大し，1．3x1．2cmとなり，腫瘍の変色はな

く，皮膚との癒着もなく，動物の健康状態はなお良好

な時，即ち実験開始後200日目で体重19郎の時に剖

検し，腫瘤の一部を移植した．

　その組織像は第2図（ロ）（ハ）に示すように，多形

濃染性細胞核は数層をなして腺腔を包囲し．この上皮

細胞群は集団的に結締維によって分割され，明らがに

癌胞巣を示す腺癌であって、これも亦その構造及ひ佃

胞形態などから判定して，乳腺から允生したものと思

考される．

　〔HI」　移植実験

　以上2例の人工発生腺癌の新鮮組織を実験動物の都

第　　2　　「叉1

　　（わ

合上から．体重7～8grの幼若雌性「マウス」10匹の

背部三脚骨間の皮下に移植したが，何れも7日以内に

吸収されて移植実験は不成功に終った．これは恐らく

実験動物が幼若であって先天性癌免疫度の高度なため

と，更に人工発生癌の可移植性の微弱なのに基くもの

と考えられる．

（ロ）

（ハ）

醗

R．総括並びに考案

　以上の実験成績を総括すると次の如くである．

　（1）「タール」の膣腔注入実験による「マウス」の

死亡率は150日以内に90・5％の高率を平し，動物に

癌を発生さすには長命が第一条件であるから，本実験

方法は適当ではないと考えられる，

（2）知伽3・回・兜臨席卿、厚一・レ骸
腔注入動物において・乳嘩が発生レた嘩ある・而

してこの腫瘍の発生は果して「タール」・津入に基因す

るか否かは確定し撫・．’肋・し点く巴磯二物の

両親には，癌腫は認められなかったのであるが，更に
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祖先の血統に関しては不明である．だが85例の実験

中，しかも生き残った8例中2例において癌9）発生を

認めたことは2例共に自然発生であるとは考えられな

いのである．

　（3）本実験で発生した腫瘍を20例の幼若「マウス」

皮下に移植したが，すべて陰性であった．このことは

実験動物の幼若性を一因とするとも考えられるが，自

然発生癌ではなく，可移植性の微弱な人工発生癌であ

ることが，その主因であると考えられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V．結

　成熟雌性「マウス」の腔腔内「タール」を反覆注入

して，胸部又は頸部の皮下結締織内に乳腺から発生し

た腺癌を実験し得た．而してその発生原因に関して

は，諸種の条件から「タール」の全身的作用に基いて

論

遠隔臓器に発生した入工癌であると思考されるのであ

る．

　稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲とを賜った恩師

笠森教授に衷心より深謝の意を表す。
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